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４ これまでの検討経過                         

 

（１）南相馬市公立学校適正化検討委員会 

児童生徒の減少に伴い、市内小中学校にもたらす影響や実態を把握し、教育機会

の均衡と教育水準の維持向上を図り、教育効果を向上させることを考慮した市内小

中学校の適正化を検討することを目的に、学識経験者、ＰＴＡ、地区の代表等で組

織する検討委員会を設置した。 
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（２） 学校適正化に関するアンケート調査等 

本市の学校適正化を多角的な視点による検討が必要なことから、市内小中学校及

び児童生徒に関わる調査について、次のとおり実施した。 

 

①学校適正化に関するアンケート調査 
・実施時期  平成２９年５月３０日から平成２９年６月２０日 

・対象者   ・小学生保護者    ３６４人（小学５年生の保護者） 

       ・中学生保護者    ４１７人（中学２年生の保護者） 

       ・未就学児保護者 １，６４０人（未就学児を持つ保護者） 

       ・一般市民    １，５００人（無作為抽出） 

 

②学校適正化に関するアンケート調査（教職員） 
・実施時期  平成３０年１月２７日から平成３０年２月７日 

・対象者   ・市内小学校全教職員 ２２１人 

・市内中学校全教職員 １１６人 

 

③市内小中学校児童生徒通学状況調査 
・実施時期  平成２９年８月２５日から平成２９年９月１５日 

・対象者   ・市内小学生全員 ２，０８０人 

（回収数） ・市内中学生全員 １，２２０人 

 

④市内小学校クラブ活動状況調査（平成２９年度版） 

 

⑤市内中学校部活動状況調査（平成２９年度版） 

 

⑥市内小中学校区域外就学状況調査（平成２９年度版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


